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例会報告 第２７０６回 令和２年１１月１９日（木曜日） 天気：晴 

■例会司会：西田 SAA 

■開会点鐘：高瀨会長 

■Ｒソング：我等の生業 

■お客様 ：大平哲雄様（ガバナー補佐） 

      山脇寿且様（四万十ＲＣ会長） 

四つのテスト  言行はこれらに照らしてから 

１．真実かどうか 

２．みんなに公平か 

３．好意と友情を深めるか  

４．みんなのためになるか どうか 

■会長報告  高瀨会長                          

皆様ご存じのように新型コロナの患者が全国で 2,000 人を超えたようです。

本日も東京で 500 人を超えているようですが、幸い高知ではまだ発生しており

ませんが、これが広がってくる可能性もありますので皆様、普段からマスク、

手洗い、ソーシャルディスタンスを心がけて過ごしてください。尾道にある会

社が水上飛行機を飛ばして来れるように新港に水上飛行場を作ろうかという話

も上がっているようです。 

 

■幹事報告  保田副会長                         

■ガバナー事務所より： 

・2020-2021 年度新しいロータリーの規定に対する質問 

■中村ロータリークラブより： 

・ガバナー公式訪問について 

 

 

欠席届  ９名 

 

■プログラム  筒井会員                        

ガバナー補佐訪問 

大平哲雄様（ガバナー補佐） 

7月から

ガバナー

補佐の仕

事をさせ

てもらっ

ておりま

す。正式

には昨年

の11月か

らガバナ

ー補佐の

講習を受

けまして1

月に米山

奨学生の選考を、そこまで行ってその後の予定は新型コロナの影響もあっ

て活動はありませんでした。9月の末から第Ⅱ分区北クラブからガバナー

補佐の訪問をさせていただきました。宿毛が最終になります。 

 ＲＩ会長のテーマ、篠原ガバナーの本年度のテーマの話を皆さんに少し

でも伝えるのがガバナー補佐の仕事だと思います。篠原ガバナーと同行さ

せていただいて篠原ガバナーがみなさんに伝えたいのは、世界で130万人

ほどのロータリアンが加盟しているそうです。ですが先進国のロータリア

ンが減っています。日本でも最高13万人近く居た会員が9万人を切ってい

るという状況です。逆にアフリカやアジアなどの新興国のロータリアンが

増えて来ています。そういう状況を踏まえてＲＩ会長がそこの所の危惧を

感じて改めて会員の増強をお願いしたい、オンライン例会などオンライン

の形で活動を進めていくという事が中心になっているという事でロータリ

ーの行動様式自体が変化して来ているという事を言われております。合わ

せて篠原ガバナーは、それも含めて今までのロータリーの活動と合わせな

がらロータリーの良いところを引き継ぎながらやっていって欲しいという

事と、新しい変化の中でのロータリー活動を進めていって欲しい受け止め

て欲しいという事を言われておりました。その前提として会員の増強をお

願いしたいという事です。 

 それと私が各クラブで力説したつもりなのは、例会に参加して欲しいと

いう事をそれぞれのクラブで話しました。皆さん時間のやりくりをしなが

ら例会に参加して欲しいと思います。 

 会員の増強では、新しい会員を特に若い会員女性の会員が増えると活気

も出てきますし、また若返ってくると思います。 

 7クラブを回ってきてそれぞれのクラブに合った活動をしているのがよ

く理解出来ました。例えば北クラブでは会長の方針が不易流行という言葉

です。元々、俳句の用語で松芭蕉が言った言葉です。今までの事をやりな

がら新しい事を取り入れて欲しいという意味です。まさにＲＩ会長、篠原

ガバナーが述べている変化を受け入れてくださいに通ずるものだと思いま

す。北クラブの奉仕活動については毎年、中学1年生にフランス料理のテ

ーブルマナーの例会を補助金を活用して行っているようです。高知クラブ

では現在の会員が86名で90名以上にしていきたいと言っておりました。ク

ラブの特徴として転勤族が30名近くおりますので、ある程度の年数が経つ

とメンバーが変わっていくという事で、ガバナーは会員増強をしなくても

すぐ入ってくるからいいなと言っておりました。西クラブについては会員

数が高知の中で2番目か3番目で、特に南クラブの会員が急速に増えている

ので南クラブに追いつきたいと80～90名を目標にやっているそうです。派

閥がないクラブだと言っておりました。仁淀クラブについては22名の会員

で進めています。特徴としては例会会場が仁淀川の側にある保養センター

です。仁淀川を活用した奉仕活動を何年もやっております。須崎クラブは

私の印象としてはあまり目立たなかったんですが、話を聞いてみると20年

30年と続けてやっている活動があるという事です。一つは少年野球大会を

高岡地区でやっているそうです。他には須崎祭りで毎年仮装大会を開催し

ているそうです。中村クラブも長年継続している活動があるという事で

す。長年継続している活動がロータリアンとして良いんじゃないかと改め

て思いました。 

 

■ニコニコ                               

大平ガバナー補佐                        3,000円 

  役不足のガバナー補佐ですが分区を回ることができました。各クラブの特

徴ある活動をみることがでしました。 

山脇会員                          2,000円 

  四万十クラブをよろしくお願いします。 

 

■出席報告                                

５４．１７％ 

■会長        高瀨 一也          ■例会日：毎週木曜日 12:30～13:30 
■幹事        有田 裕彦          ■例会場：宿毛市幸町 秋沢ホテル 
■ＳＡＡ       西田 教世          ■事務所 
■クラブ奉仕委員長  保田 孝司                〒788-0003 高知県宿毛市幸町 6-43 
■職業奉仕委員長   池  和明                 TEL 0880-63-3416 FAX 0880-63-3417 
■社会奉仕委員長   筒井 大八                 URL    http://www.gallery.ne.jp/~sukumorc/ 
■国際奉仕委員長   増田 博和           E-Mail sukumorc@mb.gallery.ne.jp 
■青少年奉仕委員長  二神 雅彦 


